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2018年 2019年 2020年

世界需要 98.8 99.7 99.7

供給 99.1 99.1 99.7

非OPEC 67.7 69.8 71.6

OPEC 31.3 29.3 28.2

需給バランス 0.2 ▲ 0.6 0.0
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WTI原油価格

 新型肺炎の感染拡大による世界経済の減速懸念から各国は金融・財政政策を急いでいますが、一方で感

染拡大防止のためには経済活動を抑制せざるを得ず、景気浮揚策の効果が見込みにくくなっています。原油

の供給サイドを見るとロシアは「石油輸出国との協力を排除しない」とコメントし、6月のOPECプラスに前向き

ですが、サウジアラビアが態度を硬化させており、当面、原油価格は低位で推移すると考えられます。主要産

油国の協調復帰が待たれます。

 3月11日に公表されたOPEC月報の3月号では、

2020年の世界の原油需要予想は日量9,973万バレ

ルと、前月見通しから100万バレルの大幅下方修正とな

りました。OPECは「中国を中心とした新型肺炎の感染

拡大による需要減少が主な要因で、一段の引き下げも

ありうる」としています。

 需給均衡のためにはOPEC加盟国は前月比112万バレ

ルの供給削減が必要となっていましたが、上記交渉決裂

により需給調整は不能となりました。

2020年3月13日

2020年3月10日 足元の金融市場の状況と今後の見通し
2020年2月18日 原油価格は新型肺炎の影響で下落（2020年2月）

 北米の代表的な原油価格であるWTIは、新型肺炎の

感染拡大によるグローバル景気減速が懸念される中、石

油輸出国機構（OPEC）と非加盟主要産油国の協調

減産交渉が決裂したことから、一時1バレル＝27米ドル

台まで急落、年初来で5割程度の下落となりました。

 OPECは5日の臨時総会で4～6月に日量150万バレル

の追加減産を実施する案で合意しましたが、6日主要産

油国会合でロシアが追加減産を拒否し、交渉は決裂し

ました。これを受けこれまで調整役となっていたサウジアラ

ビアが増産方針を打ち出したことから、需給悪化懸念が

一気に高まったことが要因です。

新型肺炎影響拡大と協調減産破綻

原油価格は一時27米ドル台へ

2020年の原油需要見通し
を大幅下方修正も増産へ

原油価格反転が見込みにくい状況が継続

原油価格反転が見込みにくい
状況が継続

協調減産破綻で原油価格大幅下落（2020年３月）

（注）データは2017年1月1日～2020年3月11日。
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント

作成

【原油価格】

（注1）需給バランス＝供給－需要。
（注2）単位は百万バレル（日量）。
（注3）2018年は実績。2019年は実績見込み。2020年は

OPECによる予想。ただし、2020年のOPEC生産量は
全体の需給が均衡するとの仮定のもとでの弊社算出値。

（注4）四捨五入の関係で、OPEC、非OPEC供給量の合計は
必ずしも全体の供給量と一致しません。

（出所）「OPEC月報」のデータを基に三井住友DSアセット
マネジメント作成

【世界の原油需給見通し】

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news200218gl.html
https://www.smam-jp.com/market/report/focus/global/focus200310gl.html

